
 

公民科  政治経済 シラバス   ３単位 普通科  第３学年 1・2・3・4組 

年間の到達目標 
１ 広い視野に立って、民主主義の本質について理解します。 
２ 現代の政治、経済、国際関係などのしくみや動向ついて理解を深め、政治や経済の基本的な見方や考え方を身に付けます。 
３ 政治、経済、国際関係などに関する諸課題について主体的に考察し、様々な考え方に触れながら公正な判断力や健全な批判

力を養います。そして、良識ある公民としての必要な能力と態度を身に付けます。 
教科書・副教材等 教科書『政治・経済』東京書籍
 
学  
期 
月 学 習 内 容 学習のねらい 備 考 

４ 「政治経済」学習について 
 
第１章 現代の政治 
第１節 民主政治の基本原理 
 
第２節 日本国憲法の基本原理 

「政治経済」学習の意義や内容、評価方法などを
理解します。 
  
 人権保障、国民主権、法の支配など、民主政治の原
理やその発展について理解し、民主主義の本質につい
て探究します。 

５  
 
第３節 日本の政治機構 
 
第４節 現代政治の特質と課題 

 

 日本の政党政治や選挙制度の特徴とそれらに関
する課題について理解し、望ましい政治や主権者
としての参政のあり方について考察します。 
 国会、内閣、裁判所などの政治機構について理
解します。また、地方自治のしくみや役割につい
て理解し、その課題について考察します。 

６ 
 
 
７ 

 
 第５節 現代の国際政治 

 国際政治の動向、人権、国家主権、領土などに関す
る国際法の意義について理解します。 
 国際連合をはじめとする国際機構の役割や、我国を
含む安全保障に関する諸問題を理解します。 
 国際政治の特質や国際紛争の諸要因について探究
し、国際平和や人類の福祉に寄与する日本の役割につ
いて考察します。  

「倫理」、歴史科目
の学習と関連しま
す。 
 
 
 新聞から憲法や政
治制度などに関する
記事を集めさせ、レ
ポートする。 
 

〔課題・提出物等〕 
 授業ノート、レポートなど 

 
 
 
 
 
 
第 
 
１ 
 
学 
 

期 

〔第１学期の評価方法〕 
１ 中間と期末の定期考査の成績、ノートやレポートなどの提出物、学習活動への参加態度などで評価します。 
２ 学期全体の評価は、中間と期末の考査成績で80％、提出物、学習への参加態度で20％の配分で行います。
９ 第２章 現代の経済 

 
第１節 経済社会の変容 
 
     

経済活動とは何か、日本経済の国際化、経済主体（家
計・企業・政府）の役割や相互の関連などについて理
解します。 
市場経済の機能、物価の動き、経済成長、景気を測
る様々な指標の特色などを理解し、現在の経済の状況
について考察します。 

10    
第２節 現代経済のしくみ 

 財政のしくみや租税の意義や役割、資金の循環と金
融機関の働きなどについて理解し、それらの課題につ
いて考察します。

11 
 
 
 
 
 
 
12 

 
 
第３節 日本経済の発展と福祉の向上 

 
 
 
第４節 国民経済と国際経済 

 

現代経済の特質について探究するとともに、効
率性の追求と公平性の確保との関係などの事例を
取り上げながら、現代経済のあり方と福祉の向上
について考察します。 
貿易の意義と国際収支の現状、為替相場のしく
みなど国際経済の基礎的事項について理解しま
す。  
 国際協調の必要性や国際経済機関の役割について
理解します。また現代の国際経済の特質について探究
し、国際経済における日本の役割について考察しま
す。 

 地理歴史科や家庭
科の学習と関連しま
す。 
 
 
 
 新聞から国内外の
経済に関する記事を
集めさせ、レポート
する。  

〔課題・提出物等〕 
 授業ノート、レポートなど 

 
 
 
 
 
 
第 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

〔第２学期の評価方法〕 
１ 中間と期末の定期考査の成績、ノートやレポートなどの提出物、学習活動への参加態度などで評価します。 
２ 学期全体の評価は､中間と期末の考査成績で80％、提出物、学習への参加態度で20％の配分で行います。
１ 
 
第３章 現代社会の諸課題 

 
第１節 日本経済の諸課題 

 
第２節 国際社会の諸課題  

 現代の日本社会に関して、自由に取り上げた課題に
ついて追究する学習を行い、望ましい解決のあり方に
ついて考察します。 
 現代の国際社会に関して、自由に取り上げた課題に
ついて追究する学習を行い、望ましい解決のあり方に
ついて考察します。 

 課題追究の成果を
レポートにまとめま
す。 

〔課題・提出物等〕 
 授業ノート、レポートなど 

 
 
第 
 
３ 
 
学 
 
期 
 
〔第３学期の評価方法〕 
１ 学年末考査の成績、ノートやレポートなどの提出物、学習活動への参加態度などで評価します。 
２ 学期全体の評価は､学年末考査の成績で80％、提出物、学習への参加態度で20％の配分で行います。

確かな学力を身につける 
ためのアドバイス 

 基本的な事項や様々な課題の内容を覚えるだけでなく、一人の国民、生活者の立場から、それらが生じた背景や改
善のあり方について考えることが本当の理解や自分の考えを作り上げることにつながります。 
 ノートは、板書をそのまま写すのではなく、自分の考えた事や感じた事、さらに興味を持った事などをメモして整
理したりすると、学習に広がりが生まれます。 

授業を受けるにあたって 
守って欲しい事項 

 政治や経済の生きた教材は新聞など、身の回りにたくさんあります。日頃からマスメディアなどに関心を持ってください。 

評価の観点 内   容 評価方法 
関心・意欲 
態度 

現代の政治、経済、国際関係について関心を高めているか。意欲的に課題を追究する態度や客観的に考察しようとする
態度を身に付けているか。

学習活動への参加 
の仕方や態度 

思考・判断 現代の政治、経済、国際関係に関わる事柄から課題を見い出しているか。 定期考査
レポート

資料活用の 
技能・表現 

現代の政治、経済、国際関係に関わる諸資料を様々なマスメディアを通して収集し、役立つ情報を主体的に選択し活用
している。 

定期考査
レポート

知識・理解 現代の政治、経済、国際関係に関する基本的な事柄や理論などについて理解し、その知識を身に付けているか。 定期考査

〔担当者からのメッセージ〕 
 １年間の学習を通して、ニュースなどの基本が理解でき、政治や経済の動向がわかるようになります。また、政治や経済についての見方が広
がり、考え方も深まります。授業への積極的な取り組みを期待します。 

 
 


